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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 出血性ショヅク時には，脳への血流が低下して，脳の

アノキシアが進行し，ついに脳は不可逆性変化を来たし

て植物状態に陥る．こういう場合に補助心マッサージを

行なうと，脳血流量が増加するといわれている．また一

方，頭部を冷却すると，脳の酸素消費量：が減少して，脳

血流遮断時間が延長するといわれている．本研究は，出

血性ショック時に閉胸式補助心マヅサージと頭部冷却法

を用いて，脳の不可逆的変性の防止に対する効果を，実

験的に検討したものである．

 実験方法

 1）体重8．5～15・Okgの雑種成犬22頭を用い，チオペ

ソタール20mg／kgにて静脈麻酔を行ない，カブ付チュー

ブを気管内に挿入し，人工陽圧呼吸を行なった．右大腿

動脈に挿管し，大動脈圧を測定し，右大腿静脈より挿管

し，中心静脈圧を測定した．四肢に針電極を刺入し，心

電図を記録した．脳波はアソマ針電極を用いて，前頭一

後頭部導出脳波を記録した．以上のデータはすべてポリ

グラフセこ記録した．

 2） 2頭の犬を用いて，頭蓋骨に小穴をあけ，針電極

を刺入し，頭部冷却中の脳皮質温を測定した．

 3） 20頭の実験犬に対し，左大腿動脈より推定循環血

液量の40％を急速脱血し，出血性ショック犬を作製し

た．脱略終了後20分間氷水による頭部冷却を行なった5

頭を頭部冷却群，頭部冷却に心マッサージ機による閉胸

式補助心マッサージを併用した10頭を心マッサージ群と

し，いずれも20分後には左大腿静脈より全血を還血し

た．心マッサージ群と同様の方法で脱血中を維持し，還

血後頭部とともに全身を加温し復旧した5頭を加温群と

した．

 4） 実験終了後，生存犬について1週間飼育後開頭

し，脳の病理組織標本を作製した．

実験結果および結論

 1） 氷水による頭部冷却法では，脳皮質温は20分間で

34℃近くまで下降した．

 2）出血性ショック時に頭部冷却法を行なうと，40％

の生存率であった．

 3）頭部冷却法に閉胸心マッサージを加えて脳血流量

の増加をはかると，生存率は60％まで上昇した．

 4） 閉胸誠心マッサージ法は大動脈圧を10～20mmHg

高め，心拍数を増加せしめた．

 5）死亡例のほとんどが呼吸抑制で死亡した，

 6） ショック改善後，頭部とともに全身を加温して復

温すると，呼吸抑制もとれ100％の生存率となった．

 7）生存犬の脳の病理組織検査では，大脳皮質神経細

胞の変性は頭部冷却群，心マッサージ群に強く，加温群

は比較的少なかった．

 以上より，出血性ショック時には，脳の変性防止に頭

部を冷却することが右効であるが，その成績はよくな

い．これに心マッサージを加えて，脳血流量の増加をは

かると，成績が向上する．さらに低温の影響を除くよう

に，頭部とともに全身を加温して復温すると，成績は一
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層向上し，ショックから完全に回復することが明らかに

なった．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，出血性ショックにおける脳の不可逆性変化を防止するために頭部冷却と補助心マッサー

ジを行なうことの効果について，犬を用いて実験したもので，その方法の効果と共に，ショック改善

後の頭部と共に全身加温による復温の必要なることを明らかにしたもので，学術上価値あるものと認

める．
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